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第　120　号（1）令和５年10月号

　

事
業
総
収
益
は
昨
年
度
と
比
べ

５
４
２
５
万
円
減
の
１
２
７
７
万

円
、
事
業
総
費
用
は
６
３
３
７
万

円
減
の
２
４
０
１
万
円
と
な
り
、

事
業
総
利
益
は
９
１
２
万
円
増
の

８
８
７
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
期
は
経
常
損
失
と
し
て
４
２
９

６
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
令
和

４
年
９
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
集

中
豪
雨
で
、
林
道
等
、
地
域
の
公

道
が
至
る
所
で
被
災
、
通
行
不
能

第
１
号
議
案　

令
和
４
年
度
事
業

報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び
注

記
表
・
附
属
明
細
書
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業

計
画
設
定
の
件

第
３
号
議
案　

令
和
５
年
度
一
般

賦
課
金
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
４
号
議
案　

令
和
５
年
度
役
員

報
酬
を
定
め
る
件

第
５
号
議
案　

令
和
５
年
度
諸
手

数
料
徴
収
方
法
を
定
め
る
件

第
６
号
議
案　

令
和
５
年
度
余
裕

金
及
び
積
立
金
預
け
入
れ
先
を

定
め
る
件

第
７
号
議
案　

令
和
５
年
度
に
お

け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

第
８
号
議
案　

令
和
５
年
度
に
お

け
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
を
定

め
る
件

損　益　計　算　書
令和４年７月１日から令和５年６月30日

科　　　目 小　　計 合　　計
一　　　般　　　事　　　業

計 指　導 販　売 森林整備

円 円 円 円 円 円

Ⅰ　事 業 総 収 益

　１．事 業 収 益 312,774,095 312,774,095 4,197,930 81,252,464 227,323,701

　２．事 業 費 用 224,013,409 224,013,409 4,372,854 52,150,140 167,490,415

事 業 総 利 益 88,760,686 88,760,686 ▲ 174,924 29,102,324 59,833,286

Ⅱ　事 業 損 益

　１．人 件 費 89,085,942 89,085,942 20,558,294 20,558,294 47,969,353

　２．旅費交通費 2,069,230 2,069,230 477,514 477,514 1,114,200

　３．事 務 費 2,344,626 2,344,626 541,067 541,067 1,262,490

　４．業 務 費 432,189 432,189 99,735 99,735 232,717

　５．諸税負担金 2,879,725 2,879,725 664,551 664,551 1,550,621

　６．施 設 費 26,360,744 26,360,744 6,083,248 6,083,248 14,194,246

　７．雑 費 3,314,523 3,314,523 764,889 764,889 1,784,743

事 業 管 理 費 計 126,486,979 126,486,979 29,189,298 29,189,298 68,108,370

事 業 損 失 ▲ 37,726,293 ▲ 29,364,222 ▲ 86,974 ▲ 8,275,084

Ⅲ　経 常 損 益

　１．事業外収益 1,969,986

　２．事業外費用 7,209,018

事 業 外 損 益 ▲ 5,239,032

経 常 損 失 ▲ 42,965,325

Ⅳ　特 別 損 益

　１．特 別 損 益 7,514,200

　２．特 別 損 失 1

特 別 損 益 7,514,199

税 引 前 当 期 損 失 ▲ 35,451,126

法人税・住民税及び事業税額 182,500

当 期 損 失 金 ▲ 35,633,626

前 期 繰 越 剰 余 金 0

当期末処理損失金 ▲ 35,633,626

総 合 貸 借 対 照 表　要 約
令和５年６月30日

科　　　目 （円） 科　　　目 （円）

流 動 資 産 合 計 357,345,500 流 動 負 債 合 計 67,809,129

有形固定資産計 11,318,027 固 定 負 債 合 計 28,682,666

無形固定資産計 291,176 負 債 合 計 96,491,795
外 部 出 資 
その他の資産計 27,729,000 組合員資本合計 300,191,908

固 定 資 産 合 計 39,338,203 純 資 産 合 計 300,191,908

資 産 合 計 396,683,703 負債・純資産合計 396,683,703

※事業管理費の各事業への配賦割合は、
　次のとおり人頭割です。

指　　導  3.0人

販　　売  3.0人

森林整備  7.0人

合　計 13.0人

※小数点以下未表示のため、配賦数値に
　合計との不突合があります。

総
代
会
議
案

総
代
会
議
案

　

令
和
４
年
度

　

令
和
４
年
度

損
益
状
況

損
益
状
況

総代会の様子

渡
辺
武
組
合
長
挨
拶

　

令
和
５
年

９
月
14
日
、

静
岡
市
林
業

セ
ン
タ
ー
に

て
第
42
回
静

岡
市
森
林
組

合
通
常
総
代

会
が
総
代
37

名
の
出
席
の

も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
当
組
合
渡
辺
武
組
合
長

が
下
記
の
と
お
り
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
し
た
。「
総
代
の
皆
様
方
に
は
、

ご
多
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
出
席

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
平
素
よ
り
森
林
組
合
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
数
年
間
林
業
界
で

は
、
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
が
起
き

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ

る
世
界
経
済
の
低
迷
。
ロ
シ
ア
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
資
源
高
騰

を
は
じ
め
様
々
な
影
響
。
一
方
で

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
一
時
的

な
木
材
高
騰
。
他
方
で
は
、
台
風

の
大
型
化
を
は
じ
め
と
す
る
異
常

気
象
。
と
り
わ
け
、
昨
年
の
台
風

15
号
の
被
害
は
昭
和
49
年
の
七
夕

豪
雨
以
上
の
も
の
で
、
い
ま
だ
に

そ
の
爪
痕
は
残
っ
た
ま
ま
の
と
こ

ろ
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
森
林
組

合
に
と
っ
て
、
一
般
市
民
の
生
活

環
境
を
守
る
森
林
を
整
備
す
る
役

割
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
き
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
組
合
で
は
、
従
来
の

安
倍
藁
科
川
地
区
に
加
え
て
、
葵

区
東
部
地
域
下
流
域
の
市
民
の
要

望
も
あ
り
、
長
尾
川
上
流
域
の
則

沢
平
山
地
区
の
森
林
整
備
も
新
年

度
か
ら
手
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
少
な
い
駿
河

区
地
域
で
は
町
内
会
と
も
連
携

し
、
広
報
活
動
も
徹
底
し
事
業
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

　

台
風
の
影
響
等
で
繰
り
越
し
縮

小
化
さ
れ
た
事
業
を
正
常
化
し
、
組

織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
組
合
員
の

た
め
の
組
合
組
織
と
し
て
原
点
に

返
り
、
よ
り
開
か
れ
た
、
よ
り
堅
固

な
組
織
作
り
を
役
職
員
一
同
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
の
程
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

来
賓
祝
辞
と
し
て
静
岡
県
中
部

農
林
事
務
所
長 

市
川
浩
司
様
を

始
め
、
静
岡
市
中
山
間
地
振
興
担

当
部
長 

気
田
敏
弘
様
、
静
岡
県

森
林
組
合
連
合
事
業
所
統
括
兼
所

長 

望
月
嘉
博
様
よ
り
御
言
葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
市

議
会
議
員 

石
上
顕
太
郎
様
、
繁

田
和
三
様
、
静
岡
県
中
部
農
林
事

務
所 

森
林
整
備
課
主
査 

五
十
嵐

様
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研

究
・
整
備
機
構 

森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
静
岡
水
源
林
整
備
事
務
所
長 

栗
山
様
、
静
岡
市
中
山
間
地
振

と
な
り
、
当
初
計
画
し
て
い
た
事

業
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

急
遽
の
復
旧
や
、
代
替
の
施
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
、
工
期
延

長
し
年
度
を
繰
り
越
し
て
作
業
し

て
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
今
年

度
行
な
っ
た
事
業
の
総
量
で
あ
る

総
事
総
収
益
が
委
縮
す
る
こ
と
で
、

固
定
費
に
あ
た
る
事
業
管
理
費
を

賄
う
利
益
が
上
げ
ら
れ
ず
赤
字
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
度

で
は
、
４
年
度
の
積
み
残
し
の
事

業
や
、
仕
掛
り
事
業
を
着
実
に
遂

行
し
、
環
境
伐
等
の
間
伐
事
業
に

よ
っ
て
、
災
害
に
強
い
森
林
を
目

指
し
た
整
備
に
よ
っ
て
、
十
分
な

利
益
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
事
業
目
的
は
、
直

接
の
奉
仕
の
原
則
と
非
営
利
の
原

則
か
ら
成
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

興
課
森
林
・
林
業
係
長 

関
本
様
、

同
主
事 

本
田
様
、
静
岡
市
治
山

林
道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長 

原

田
様
に
御
臨
席
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
全
て
の
議
案

が
承
認
可
決
さ
れ
、
無
事
、
通
常

総
代
会
を
閉
会
致
し
ま
し
た
。

第42回第42回

通常総代会開催通常総代会開催

発行回数　年 2回
発行所
静岡市葵区千代 538 番地の 11
静 岡 市 森 林 組 合
　TEL 054－278－3141
　E-mail:midori@shizzmori.jp
　HPアドレス http://www.shizzmori.jp
編集・発行
静岡市森林組合広報委員会
印刷　大日三協株式会社
　TEL 054－263－2435㈹



第　120　号 令和５年10月号（2）

伐
採
届
に
つ
い
て

　

当
組
合
は
組
合
員
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
令
和
５
年
10
月
に
賦
課
金
支

払
依
頼
通
知
を
郵
送
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
様
お
支
払

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
相
続
変
更
・

名
義
変
更
・
住
所
変
更
等
希
望
の

方
は
手
続
き
書
類
を
ご
用
意
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

賦
課
金

お
支
払
の
お
願
い
・
名
義

変
更
等
手
続
き
お
知
ら
せ

森
の
鈴

　

こ
の
時
期
山
に
行
く
と
ク
マ
と

遭
遇
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
遭

遇
の
危
険
か
ら
避
け
る
た
め
に
森

の
鈴
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

組
合
で
販
売
し
て
い
る
「
森
の

鈴
」
は
、
カ
ラ
ビ
ナ
付
、
そ
し
て

消
音
機
能
付
き
で
す
。

みずりん きずなちゃん

静
岡
県
伐
木
造
材
技
術
競
技
会

静
岡
県
伐
木
造
材
技
術
競
技
会

総
合
２
位

総
合
２
位

関
東
森
林
管
理
局
長
賞
受
賞

関
東
森
林
管
理
局
長
賞
受
賞

伐
採
届
に
つ
い
て

　

山
林
を
皆
伐
、
間
伐
す
る
際
に 

は
伐
採
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。伐 

採
届
は
、立
木
伐
採
前
に
作
成
し
、

静
岡
市
へ
提
出
す
る
も
の
で
す
。

・
当
組
合
で
は
伐
採
届
を
代
理
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
事
務
手
数

料
と
し
て
、１
通
１
，１
０
０
円

（
税
込
）を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　

※
直
接
、
静
岡
市
の
窓
口
へ
申

請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
当
組
合
で
伐
採
届
を
代
理
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
下
記
の
書
類

を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
。

　

①
伐
採
届
受
付
用
紙
（
当
組
合

に
て
受
付
時
に
配
布
）

　

②
届
出
す
る
場
所
の
森
林
簿

　

③
届
出
す
る
場
所
の
図
面

　
　
（
②
③
は
静
岡
県
中
部
農
林

事
務
所
、
ま
た
は
静
岡
市
中

山
間
地
振
興
課
に
て
取
得
可

能
）

　

④
登
記
情
報
・
登
記
図
面
（
法

務
局
に
て
取
得
が
可
能
）

　

⑤
保
安
林
台
帳
の
写
し
（
保
安

林
の
場
合
の
み
）（
静
岡
県

中
部
農
林
事
務
所
ま
た
は
、

静
岡
市
治
山
林
道
課
に
て
取

得
可
能
）

　

⑥
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
コ

ピ
ー
等
、
氏
名
と
住
所
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
保
安
林
に
お
い
て
作
業
道
（
道

幅
３
ｍ
以
下
、
作
業
道
面
積
１

ha
以
下
の
も
の
）
を
開
設
す
る

場
合
は
、
形
質
変
更
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

作
業
開
始
日
よ
り
２
週
間
前
に

静
岡
市
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
書
類
の
作
成
等

に
１
〜
２
週
間
は
時
間
を
要
し

ま
す
。

　

当
組
合
へ
の
書
類
作
成
依
頼
は

１
ヶ
月
前
ま
で
に
お
願
い
致
し

ま
す
。

※
伐
採
届
に
関
し
ま
し
て
は
、
電

話
で
の
受
付
は
致
し
か
ね
ま

す
。
お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が

直
接
組
合
へ
お
越
し
下
さ
い
。

※
通
常
、
申
請
か
ら
静
岡
市
の
伐

採
許
可
が
下
り
る
ま
で
１
〜
２

ヶ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※
植
付
の
補
助
金
を
申
請
す
る
際

に
、
皆
伐
時
の
伐
採
届
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
願
い
ま

す
。（
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
広

葉
樹
の
皆
伐
で
も
伐
採
届
は
必

要
で
す
）

　　　　　　　㎥単価を石単価に換算するには、
　　　　　　　概算で㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日　　令和５年９月７日
　　市回数　　2,642回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）

1㎥＝3.6石

県森連静岡事業所

樹種
長さ

m

末口径

cm

落　　札　　価　　格
気　配 摘　　要

昨　年
同　期
中　値高　値 中　値 １本当

単価 安　値

す　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ

3 14 11,000 649 〇 柱目3.5寸取り 14,000
16－18 13,800 13,000 1,131 〇 柱目４寸取り 16,000
20－22 16,900 13,500 1,782 12,000 〇 中目 17,000
24－ 15,000 14,500 2,944 10,000 〇 中目 16,500

4 8－12 320 300 － 〇 本＠ 300
13 10,000 680 〇 母屋取り 13,000
14 11,500 897 11,000 〇 桁目3.5寸 15,000

16－18 13,500 12,500 1,450 12,000 〇 桁目４寸 16,000
20－22 13,000 2,288 12,000 〇 中目 16,000
24－28 20,000 17,000 4,590 12,000 〇 中目 17,500
30－34 18,000 16,000 6,560 11,000 〇 二番玉節少 18,000
36－ 17,200 14,500 7,511 10,000 〇 根玉選木 17,500

6 16－18 0 通し柱
20－22 0 通し柱

ひ　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　

き

3 14－15 18,000 1,062 16,000 〇 柱目3～3.5寸 18,000
16 23,000 23,000 1,771 22,000 〇 柱目3.5～4寸 28,000
18 22,000 21,000 2,037 20,500 〇 26,500

20－22 21,000 20,000 2,400 〇 柱目４寸取り 22,000
24－ 24,000 20,000 18,000 〇 20,000

4 8－12 400 380 － 360 〇 本＠ 360
13 16,000 16,000 1,088 15,000 〇 ３寸取り 15,000
14 17,500 17,000 1,326 〇 土台目3.5寸 21,000
16 23,000 22,000 2,244 21,000 〇 土台目3.5寸 23,000
18 20,000 19,000 2,470 〇 土台目４寸 23,000

20－22 22,000 20,000 3,520 18,000 〇 中目縁甲取り 23,000
24－28 28,000 20,000 5,400 17,000 〇 中目 26,500
30－34 36,100 22,000 9,020 17,000 〇 二番玉節少 27,000
36－ 171,000 26,000 13,468 17,000 〇 根玉選木 30,000

6 16 26,000 4,498 〇 通し柱3.5寸 28,000
17 28,000 4,844 〇 通し柱４寸 30,000
18 31,000 6,727 〇 通し柱 33,000
20 26,000 6,890 〇 28,000
22 26,000 8,242 〇

技
術
課　

鈴
木
祐
之

 

（
す
ず
き　

ま
さ
ゆ
き
）

　

昨
年
12
月
に
技
術
課
へ
入
組
し

た
鈴
木
祐
之（
す
ず
き
ま
さ
ゆ
き
）

と
申
し
ま
す
。

　

静
岡
市
葵
区
出
身
で
、
現
在
は

羽
鳥
地
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

長
年
建
築
関
係
の
仕
事
に
就
い

て
い
ま
し
た
が
、
趣
味
で
始
め
た

狩
猟
を
通
じ
て
林
業
に
興
味
を
持

ち
転
職
し
ま
し
た
。

　

元
々
山
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

山
に
携
わ
る
仕
事
が
毎
日
で
き
て

新
入
職
員
紹
介

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
有
害

鳥
獣
駆
除
、
野
生
生
物
の
保
護
も

行
い
な
が
ら
森
林
や
農
作
物
を
守

り
台
風
や
大
雨
な
ど
災
害
時
に
強

い
山
づ
く
り
を
意
識
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

技
術
課　

阿
形
英
幸

 

（
あ
が
た　

ひ
で
ゆ
き
）

　

本
年
８
月
１
日
よ
り
入
組
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
阿
形
英
幸

（
あ
が
た
ひ
で
ゆ
き
）
と
申
し
ま

す
。

　

静
岡
市
葵
区
出
身
で
、
前
職
で

は
藤
枝
市
の
ガ
ス
会
社
で
工
事
や

保
安
業
務
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
。
学
生
時
代
、
林
業
に
つ
い

て
少
々
学
ん
だ
事
が
き
っ
か
け
で

山
林
で
の
現
場
作
業
に
興
味
を
持

ち
、
転
職
を
機
に
静
岡
市
森
林
組

合
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
は
先
輩
方
か
ら
ご
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
経
験
値
ゼ
ロ
か
ら

挑
戦
し
て
い
る
日
々
で
す
が
、
資

格
や
技
術
を
一
つ
で
も
多
く
身
に

つ
け
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

第
29
回
静
岡
県
伐
木
造
材
技
術

競
技
会
が
８
月
31
日
に
富
士
宮
市

麓
の
「
ふ
も
と
っ
ぱ
ら
」
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
組

合
技
術
課
職
員
松
永
晋
之
介
が
伐

倒
部
門
で
１
位
、
総
合
２
位
の
成

績
を
収
め
、
関
東
森
林
管
理
局
長

賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
し
た
松
永
職
員
は
前
日
の

フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
３
年
生
の

研
修
か
ら
上
位
３
位
の
成
績
に
入

り
、
伐
木
競
技
会
に
選
手
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

松
永
職
員
は
、
競
技
会
に
つ
い

て
「
ま
さ
か
、
自
分
が
総
合
２
位

を
取
れ
る
と
は
全
く
思
っ
て
い
な

か
っ
た
し
伐
倒
の
方
で
も
１
位
を

と
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

普
段
の
仕
事
を
競
技
と
し
て
や
る

と
、
仕
事
中
と
は
違
い
、
細
か
な

作
業
中
の
注
意
点
に
気
付
け
た
。

ク
サ
ビ
の
入
れ
方
や
退
避
時
な
ど

の
行
動
に
注
意
し
な
が
ら
普
段
の

仕
事
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
伐
木
競
技
会
に
も
う
少
し
参

加
者
が
増
え
た
ら
、
も
っ
と
楽
し

く
、
選
手
同
士
の
技
術
向
上
に
な

る
と
思
う
。
伐
木
競
技
会
参
加
出

森の鈴

競技中の松永職員

表彰式を終えての参加者メンバーでの集合写真

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
。」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

購 買 品購 買 品
紹 介紹 介


